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プログラム 

日 時 ：平成３１年１月１７日(木) １４時～１７時（受付開始：１３時３０分） 

場 所 ：福島県南相馬市 市民情報交流センター マルチメディアホール 

福島県南相馬市原町区旭町二丁目 7番地の 1 

主 催 ：一般財団法人製造科学技術センター 

14:00～14:10  関係者等ご挨拶 林 秀之（南相馬市副市長） 

14:10～14:50  【基調講演】『Robotic Technologies Improving Situation Recognition 

in Disaster Response』（ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ消防職員：Tom Haus 氏） 

14:50～15:10  挨拶・プロジェクト概要報告 

 技術委員会委員長 木村 哲也（長岡技科大） 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ） 

ロボット・ＡＩ部 ＰＭ 宮本 和彦 

15:10～15:20  休憩 

15:20～15:40  福島県ロボットテストフィールドの現状 

公益財団法人福島イノベション・コースト構想推進機構 

ロボット部門 ロボット事業部 部長 中村 敬 

15:40～16:00  本事業の紹介 

(目的、概略内容、各主任講師等紹介等） 

一般財団法人製造科学技術センター 

   調査研究部長 間野 隆久 

16:00～16:45  ロボット性能評価手法３分野座学概要紹介 

無人航空機を活用した橋梁点検分野に係る講座 

会津大学 中村 啓太 

ロボットを活用したダム及び河川点検分野に係る講座 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 眞砂 英樹 

ロボットを活用したトンネル及びプラント災害調査分野に係る講座 

名古屋工業大学 佐藤 徳孝 

16:45～17:00  受講者募集及び今後のスケジュール 

一般財団法人製造科学技術センター 

   調査研究部長 間野 隆久 

17:00  閉会 

17:00～18:00  地元企業とのマッチングイベント（ｺｰﾋｰﾌﾞﾚｲｸ ｸﾗﾌﾄﾙｰﾑ） 
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[配布資料一覧] 

【基調講演】 

『Robotic Technologies Improving Situation Recognition in Disaster Response』・・・・・４
ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ消防 Captain Tom Haus 

プロジェクト概要報告
NEDOプロジェクト活動状況と福島ロボットテストフィールドの活用・・・・・・・・・・・・・１６
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ） 

ロボット・ＡＩ部 ＰＭ 宮本 和彦 

福島県ロボットテストフィールドの現状・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４
公益財団法人福島イノベション・コースト構想推進機構 

ロボット部門 ロボット事業部 部長 中村 敬 

事業の紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１
一般財団法人製造科学技術センター 

   調査研究部長 間野 隆久 

ロボット性能評価手法３分野座学概要紹介 

無人航空機を活用した橋梁点検分野に係る講座に関する概要紹介・・・・・・・・・・・・・・・３６
会津大学 中村 啓太 

ロボットを活用したダム・河川点検分野に関する性能評価講座・・・・・・・・・・・・・・・・４４
国立研究開発法人海洋研究開発機構 眞砂 英樹 

ロボットを活用したトンネル及びプラント災害調査分野に関する性能評価講座・・・・・・・・・４７

名古屋工業大学 佐藤 徳孝 

今後の予定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９
一般財団法人製造科学技術センター 

調査研究部長 間野 隆久 
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無人航空機を活用した
橋梁点検分野に係る講座に関する

概要紹介
中村啓太 

会津大学 復興支援センター 
2019/01/17

次世代社会インフラ用ロボット開発・導入検討 

福島ロボットテストフィールド（RTF）活用による
開発ロボットの基盤的性能評価：経済産業省 

評価結果を実現場での要求性能を満たす
エビデンスの一つとして活用する：国土交通省 

国土交通省における橋梁定期点検の動向 

新技術活用 

定期点検要領

講座背景
1
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新技術活用 

点検記録作成支援ロボット活用業務 

ロボット性能カタログ表の作成 

定期点検要領：5年ごとに見直す 

2m以上の全国約70万橋を対象に5年ごとに近接目視 

近接目視：手の届く範囲でして専門家が点検 

手で触る，ハンマーによる打音確認，
コンクリの叩き落としなどを行う

これまでの橋梁定期点検の動向
2

点検支援新技術の性能を評価できる性能カタログ 

基本諸元：外見寸法，移動・計測原理など 

運動性能：移動体としての能力をを定量的に表すもの 

計測性能：取得データの質に関する能力を示すもの 

動作条件：被写体との距離，位置精度など 

環境条件：風速，天候，外気温など

ロボット性能カタログ
3
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国土交通省 社会資本整備審議会 道路分科会 道路技術小委員会 

2018/11：新技術活用の方針 

2018/12：定期点検要領改訂案の提示

目視点検を補完・代替・充実する技術の活用

定期点検要領の改訂検討
4

点検ロボットの役割を性能評価で表現する 

① 点検箇所にアプローチすること 

橋梁環境下における運動性能の評価が必要 

② 点検箇所でセンサを使いデータを取得すること 

センサのデータ取得性能の評価が必要 

損傷箇所の画像撮影，打音の録音など

運動性能とデータ取得性能
5
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データ解析による有益情報取得はロボットの性能評価ではない 

あくまでセンサによる生データの取得精度を対象とする

例：損傷の検知 

損傷画像から処理技術により，ひび割れを自動検知 

打音の録音信号響解析により，浮きなどの異常を検知  

これらの検知はロボットの性能評価として扱わない

データ取得性能
6

考え方 

外乱を受けながら機体位置維持ができれば問題ない 

ただし，機体の揺れに関しては問わない 

風を受けた際に，機体を揺れないようにする制御は
機体によって異なるため

接近性の評価試験：目標位置からどれだけずれるかを計測 

安定性の評価：接触（衝突）からの復元時間を計測

ロボットの運動性能
7
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橋梁にテストピースを貼り付けて，そのテストピースを
どれだけ正確に取得できるか

データの取得性能 | 画像撮影
8

橋梁に打点ターゲットを貼り付けて，そのターゲットに対して
どれだけ正確に打検器を当てることができるか

データの取得性能 | 打音録音
9
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総合的にロボットの性能評価を行う 

機材準備，機材搬入，データ取得，機材撤去 

所用人数，所要時間を考慮 

事故の8割は人為的要因なので，整備が重要 

送風機による人工風が存在する環境 

風量，風向き 

3Dモーションキャプチャを使用し，機体の姿勢位置を測定

ミッション型試験
10

基本的な考え方を座学講習で実施（3時間） 

橋梁点検のための無人航空機（UAV：Unmanned Aerial 
Vehicle）の役割について理解できる 

UAV の運動性能について理解できる 

UAV のデータ取得性能について理解できる 

実施日時・場所 

2/28（名古屋），3/6（大阪），3/19（福島），
3/22（東京）

今年度の講習内容予定
11
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使用テキスト 

「橋梁点検のための無人航空機性能評価手順書」の手引き 

無人航空機等を活用したインフラ点検ロボットシステムの
性能評価手法等の研究開発 

評価 

簡易レポート提出により評価

今年度の講習内容予定
12

2019年度 

基本的な考え方を座学講習（2018年度と同様） 

グループワークにより，これまで行われている
点検ロボット以外の評価内容に関するアイディア出しを行い，
どのような実験を行うべきかを議論する 

得られたデータをどのように活用するかの議論を含む 

2020年度 

福島RTFを利用する際の安全講習 

福島RTFでの実機実験（2019年度の内容を踏まえる）

来年度以降の講習内容予定
13
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模擬損傷 

ひびわれ，うき，亀裂，剥離・鉄筋露出，腐食，
漏水・遊離石灰など 

測定系 

3Dモーションキャプチャのキャリブレーション 

データ記録系 

大量のデータをどのように今後に向けて活用するか 

維持管理

福島RTFの課題
14

① 橋梁点検だけでなく様々な環境下での無人航空機を
活用した調査の普及 

トンネル点検，ダム点検，他のロボットとの協調など 

② 無人航空機オペレータ操作支援 

操縦者だけではなく，点検計画立案者，事前準備も重要 

③ 得られたデータの活用 

ビッグデータから，点検者にとって有益な情報を
どのように活用するかが重要

本講座のメリット
15
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